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本研究の目的は，建築用途で実績のある慣性質量ダンパーを用いて，従来と比較して

大きな応答低減効果を有する橋梁を対象とした同調型制震機構を構築することである．本

機構の特長は従来では不可能だった地震時における上部構造の移動量抑制と橋脚・基礎

部の応力低減を両立できることである．既存橋梁に本機構を付与することで橋脚周辺の規

制や掘削など非常に大がかりとなる基礎部の耐震補強工事を行うことなく橋梁の耐震性能

を向上できる．  

本報では，同調型制震機構の諸元を時刻歴応答解析により検討し，①地震波の種類に

よらず最大支承変位を約 3 割，橋脚基部の最大塑性変形を約 5 割以上，同時に低減でき

ることを確認した．さらに，橋梁向けの慣性質量ダンパーを試作し，動的試験を実施し，②

所定の等価慣性質量・等価減衰係数を有する慣性質量ダンパーが製作できること，③慣性

質量ダンパーの動的挙動を解析モデルで適切に評価できること，を確認した． 

 

 


